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令和５年度 実践事例報告書 

 

学校番号 情 01 学校名 日本文理大学附属高等学校 担当教員名 安東 慎一郎 

ねらい 
☐ 知財の重要性  ☐ 法制度・出願  ☑ 課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

☐ 地域との連携活動 ☑人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ☐学校組織・運営体制 

関連法 ☑ 特許・実用   ☐ 意匠   ☐ 商標  ☐ その他（              ） 

実施方法 
☐ 全校で実施  ☑ 教科・学科で実施  ☐ 特別活動で実施 
☐ その他（                      ） 

年間の取組内容 実施月 該当する要素の番号 知財学習の要素 

➀ 県発明協会、弁理士会出前授業 5-8 6,7,8,9,11,12,13 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 知財教材、知財情報検索学習 5-12 2,4,5,10, ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 知的創造、コンテスト応募 5-12 1,3, ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④    ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤    ☑ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥    

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆    ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧    ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☑ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度の関する知識 

取組目標の 
達成見込 やや不十分（5 割以上） 

その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

コンテスト応募／入選件数が少なかった 

取組の状況 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

項目としては実施できたが、成果が不十分であった。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号 1 

成果内容 県発明協会、弁理士会出前授業 

生徒・学生に 
見られた変化 知的財産を知る、知的創造に取り組む意識向上 

その根拠 生徒作文 

今後の課題 制度理解から知的創造までつなげる 

課題への対応 知的創造に必要な知識、意識の指導 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
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20230524 県発明協会出前授業 20230620 知財弁理士オンライン 20230915 発明体験オンライン 
 
 
 
 
 
 
 
20230420 ドローンアイデア入賞 20230503 全国発明くふう展入選 20230420 発明クラブ紹介 
 
 
 
 
 
 
 
20230906 特許検索検定 20231020 発明くふう展入選 20231109 ドローンアイデア入選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
県発明協会や弁理士出前授業、発明体験オンライン等を受けた生徒の感想を見ると知財制度を知り、パテントコ
ンテストや発明くふう展に向けて意欲的な内容が多い。しかし、実際の知的創造等ではなかなかアイデアを出す
ことが出来ず、実際のコンテスト応募、入選は少なかった。 
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